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　深見地区まちづくり協議会は、平成21年11月に設立され、地域コミュニティの活性化に長
年取り組んでいる団体です。各種イベント開催や高齢者の居場所づくりなどに加え、大分大学
と連携して、地域課題の解決に向けた研究と事業の展開を行っています。団体の活動は高く
評価され、平成29年に地方自治法70周年記念総務大臣表彰を受賞し、内閣府の「小さな拠
点づくり事例集」に選定されるなど、他地域のモデルとなる取組を進めています。
　懇談では、大学との協働や地域行事のにぎわい創出、地域のシンボルである仙の岩の活用
についてお話を伺いました。大学との協働では、インターンシップで深見地区を訪れた学生
が、卒業後、地域振興の仕事に従事していることや、現在では地域のイベントに参加するな
ど、地域との関わりが継続していることを伺いました。また、地域農業の後継者確保、安心院
高等学校の存続などについても意見交換を行いました。
　長年にわたる活動に敬意を表するとともに、県として引き続き応援していきたいとお伝えし
ました。

深見地区まちづくり協議会
～令和7年6月9日（月）訪問～　【宇佐市】
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懇 談 風 景

関連分野における県の施策（令和８年度）

☆事 業 名：持続可能な地域づくり推進事業
　事業概要：住民の希望を叶え、将来にわたり持続可能な地域づくりを実現するため、地域コミュ

ニティ組織が行う地域課題の解決や移動・買い物等の生活支援に要する経費に対し市
町村と連携して助成するほか、新たな組織の設立や再編・連携を支援

　予 算 額：１億2,404万円（うち高齢化集落等支援事業費補助金 7,800万円）


